
さ
ん
の
生
活
を
守
り
、
地
域
の
発

展
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
へ
の
備
え
を
今
ま

で
以
上
に
強
化
す
る
た
め
、
先
般

の
台
風
や
大
雨
に
よ
る
災
害
な
ど

へ
の
対
応
か
ら
得
ら
れ
た
改
善
点

に
つ
い
て
、
予
算
措
置
な
ど
の
対

策
を
講
じ
る
よ
う
準
備
を
し
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
市
民
の
生
活
の
質
の
向

上
を
図
る
た
め
、
安
心
し
て
受
診

で
き
る
病
院
機
能
の
充
実
や
文
化

的
な
生
活
を
送
る
た
め
の
よ
り
ど

こ
ろ
と
な
る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
な
ど
、
市
民
生
活
に
新
し
い

価
値
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
暴
力
団
排
除
条
例
の
制
定

　　

暴
力
団
に
よ
る
不
当
な
影
響
を

社
会
全
体
で
排
除
し
、
社
会
経
済

活
動
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
岡
山
県
で

は
平
成
23
年
４
月
か
ら
「
岡
山
県

暴
力
団
排
除
条
例
」
が
施
行
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
市
に

お
い
て
も
、「
瀬
戸
内
市
暴
力
団

排
除
条
例
」
を
制
定
し
ま
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　　

平
成
23
年
11
月
１
日
付
け
で
、

元
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
岡
山 

総
料

理
長
・
湯ゆ

あ
さ浅
薫し

げ
お男
氏
を
地

※

域
お
こ

し
協
力
隊
員
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立

ふ
る
さ
と
納
税（
応
援
寄
附
金
）

　　

平
成
23
年
12
月
１
日
か
ら
、「
ヤ

フ
ー
公
金
支
払
い
」を
利
用
し
て
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
市
へ

の
ふ

※

る
さ
と
納
税（
応
援
寄
附
金
）

の
納
付
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
市

外
で
活
躍
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
対

し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
お
願
い

を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
へ
の
愛
着
を
高
め
、
寄
附
金

の
使
途
事
業
を
選
択
し
て
も
ら
う

こ
と
で
納
税
者
の
意
向
を
共
有

し
、
市
の
発
展
を
図
り
ま
す
。

　
錦
海
塩
田
跡
地
の
活
用

　　

錦
海
塩
田
跡
地
に
関
す
る
課
題

と
活
用
に
向
け
た
条
件
を
整
理

し
、
そ
の
方
向
性
の
大
枠
を
示
す

こ
と
を
目
的
と
す
る
錦
海
塩
田
跡

地
活
用
検
討
委
員
会
へ
の
参
画
に

つ
い
て
、
関
係
者
と
交
渉
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
関
係
者
の
理
解
を

得
て
、
平
成
23
年
９
月
５
日
に
委

員
会
を
設
立
し
、
会
議
を
２
回
開

催
し
ま
し
た
。
第
３
回
目
の
会
議

を
平
成
23
年
12
月
13
日
に
開
催
す

る
予
定
で
す
。

　

今
後
の
議
論
が
ど
の
よ
う
に
進

む
か
に
も
よ
り
ま
す
が
、
平
成
24

年
３
月
ま
で
に
、
跡
地
活
用
に
係

る
条
件
・
課
題
を
整
理
し
、
対
応

の
方
向
性
の
検
討
を
行
い
、
平
成

25
年
３
月
ま
で
に
基
本
構
想
の
取

り
ま
と
め
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

１
日
も
早
い
活
用
策
の
実
現
が

望
ま
れ
ま
す
が
、
市
の
将
来
が
懸

か
る
重
要
な
案
件
で
す
の
で
、
慎

重
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
新
年
度
予
算
編
成

　　

今
後
迎
え
る
地
方
交
付
税
交
付

金
の
削
減
な
ど
に
対
応
す
る
た

め
、
財

※

政
運
営
適
正
化
計
画
に
基

づ
き
、
限
ら
れ
た
財
源
を
生
か
す

た
め
の
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

予
算
編
成
方
針
で
は
、
効
果
の

上
が
ら
な
い
事
業
の
廃
止
、
積
極

的
な
財
源
確
保
お
よ
び
将
来
の
収

入
増
加
策
へ
の
取
り
組
み
、
省
エ

ネ
意
識
の
共
有
を
目
的
と
し
た
光

熱
水
費
の
削
減
な
ど
を
指
示
し
て

い
ま
す
。
ま
た
平
成
23
年
度
と
同

様
に
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
一
般
財

源
の
枠
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
部
が
、
よ
り
経
営
感
覚

　
は
じ
め
に

　　

昨
今
、
Ｔ

※

Ｐ
Ｐ
の
問
題
、
金
融

不
安
、
国
の
危
機
的
な
財
政
状
況

な
ど
、
市
を
取
り
巻
く
不
安
要
素

は
増
加
す
る
一
途
で
あ
り
、
市
の

抱
え
る
課
題
も
簡
単
に
は
解
決
し

な
い
も
の
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　

市
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ
、
足

腰
の
強
い
ま
ち
を
作
る
た
め
に

は
、
費
用
を
抑
え
必
要
な
投
資
を

効
果
的
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

財
政
的
な
自
律
性
を
高
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
資

源
を
呼
び
込
む
こ
と
で
、
そ
れ
ら

を
き
っ
か
け
と
し
て
地
域
経
済
を

循
環
さ
せ
、
人
づ
く
り
、
も
の
づ

く
り
に
励
む
こ
と
が
で
き
る
ま
ち

を
目
指
し
ま
す
。

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
投
資

効
果
を
見
極
め
な
が
ら
、
積
極
的

に
展
開
を
図
る
こ
と
で
市
民
の
皆

す
る
た
め
に
、
地
場
農
水
産
物
を

活
用
し
た
加
工
品
の
開
発
や
食

育
、
健
康
づ
く
り
、
子
育
て
支
援

に
係
る
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
、
料
理

教
室
の
開
催
や
商
工
・
観
光
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
画
な
ど
を
通
し
て
、

瀬
戸
内
市
の
魅
力
を
広
く
発
信
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
デ
マ
ン
ド
交
通

　　

平
成
23
年
９
月
20
日
、
第
２
回

地
域
公
共
交
通
会
議
に
お
い
て
、

瀬
戸
内
市
生
活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
計
画
（
牛
窓
地
域
計
画
）
に
つ

い
て
合
意
を
得
ま
し
た
。そ
の
後
、

牛
窓
地
域
の
各
地
区
で
デ

※

マ
ン
ド

交
通
導
入
に
つ
い
て
の
説
明
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
今
後
、
平
成
24

年
１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
、
牛

窓
地
域
34
自
治
会
を
中
心
に
、
デ

マ
ン
ド
交
通
の
利
用
に
関
す
る
具

体
的
な
事
項
に
つ
い
て
説
明
会
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

を
発
揮
し
、
創
意
工
夫
す
る
組
織

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

政
府
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
に
対
す
る
合

※

併
特
例
債
発

行
期
限
の
10
年
間
延
長
と
と
も

に
、
被
災
地
以
外
の
合
併
自
治
体

に
対
し
て
も
発
行
期
限
を
５
年
間

延
長
す
る
特
例
法
改
正
案
の
閣
議

決
定
が
な
さ
れ
、
本
国
会
中
で
の

成
立
を
目
指
し
審
議
中
で
す
。

　

延
長
が
決
定
す
れ
ば
、
平
成
25

年
度
以
降
の
財
政
計
画
へ
の
影
響

が
予
測
さ
れ
ま
す
が
、
事
業
の
効

果
、
必
要
性
を
吟
味
し
、
優
先
順

位
を
考
慮
の
上
、
市
民
一
人
一
人

が
幸
福
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
実
現
す
る
た
め
、
財
政
負
担

の
軽
減
と
効
率
的
な
行
政
運
営
を

目
指
し
ま
す
。

　
犯
罪
被
害
者
等
支
援

　　

犯
罪
被
害
者
な
ど
を
保
護
、
救

済
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平

成
17
年
４
月
に
「
犯
罪
被
害
者
等

基
本
法
」
が
、
ま
た
平
成
23
年
４

月
に
「
岡
山
県
犯
罪
被
害
者
等
支

援
条
例
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
動
き
を
受
け
、
市
に

お
い
て
は
、
犯
罪
被
害
者
な
ど
が

A
d

m
in

istrative
  R

e
p

o
rt

平
成
23
年
11
月
定
例
議
会
が
11
月
29
日
に
開
会
さ
れ
、
市
長
と
教
育
長
が
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

受
け
た
被
害
の
軽
減
お
よ
び
回
復

を
支
援
す
る
た
め
の
条
例
と
犯
罪

行
為
に
よ
っ
て
不
慮
の
死
を
と
げ

た
人
の
遺
族
や
傷
害
を
受
け
た
人

に
支
援
金
を
支
給
す
る
た
め
の
条

例
を
制
定
し
ま
す
。

　
新
病
院
に
つ
い
て

　

新
病
院
の
建
設
用
地
に
つ
い
て

は
、
平
成
23
年
10
月
に
農

※

振
農
用

地
区
域
の
変
更
申
出
を
し
ま
し

た
。
今
後
、
土
質
調
査
と
測
量
を

行
い
、
用
地
の
造
成
設
計
を
行
う

予
定
で
す
。

　

平
成
19
年
12
月
に
作
成
し
た
新

病
院
基
本
構
想
を
見
直
す
作
業
が

終
わ
り
、
平
成
23
年
10
月
に
新
し

い
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

新病院の建設予定地

武久市長（右）から委嘱状を受け取る湯浅氏

用
語
の
解
説

Ｔ
Ｐ
Ｐ

　

環
太
平
洋
連
携
協
定
。
加
盟

国
の
間
で
取
引
さ
れ
る
品
目
の

関
税
を
段
階
的
に
撤
廃
す
る
経

済
的
枠
組
み
。
日
本
は
交
渉
参

加
に
向
け
て
関
係
国
と
の
協
議

に
入
る
と
表
明
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

三
大
都
市
圏
や
政
令
指
定
都

市
の
人
材
を
積
極
的
に
受
け
入

れ
、
地
方
に
お
け
る
地
域
力
の

維
持
・
強
化
、
定
住
促
進
を
図

る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
事
業
。

デ
マ
ン
ド
交
通

　

牛
窓
地
域
（
島
し
ょ
部
を
除

く
）
を
対
象
に
、予
約
に
応
じ
て
、

自
宅
や
停
留
所
か
ら
希
望
す
る

場
所
ま
で
送
迎
す
る
サ
ー
ビ
ス
。

　

年
中
無
休
、
午
前
８
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で
、
１
日
３
０
０

円
で
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
の

実
証
運
行
を
計
画
中
。

ふ
る
さ
と
納
税

　

自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
地
域

や
関
わ
り
の
深
い
地
域
、
ま
た

は
応
援
し
た
い
と
思
う
地
域
へ

寄
附
を
し
た
際
に
、
寄
附
金
額

に
応
じ
て
所
得
税
と
住
民
税
か

ら
一
定
額
の
控
除
を
受
け
ら
れ

る
制
度
。

財
政
運
営
適
正
化
計
画

　

厳
し
い
財
政
状
況
か
ら
の
脱

却
と
持
続
可
能
で
安
定
し
た
自

立
性
の
高
い
健
全
な
財
政
運
営

基
盤
を
確
立
す
る
た
め
に
、
財

政
指
標
の
数
値
目
標
や
具
体
的

方
策
な
ど
を
定
め
た
計
画
。

合
併
特
例
債

　

合
併
後
、
一
定
期
限
内
に
借

り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
市
債
。

　

対
象
事
業
費
の
95
％
ま
で
の

借
り
入
れ
が
可
能
で
、
将
来
の

元
利
償
還
金
の
70
％
は
、
普
通

交
付
税
の
算
定
の
積
算
基
礎
に

算
入
さ
れ
る
。

農
振
農
用
地
区
域
の
変
更
申
出

　

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

農
用
地
利
用
計
画
で
農
用
地
区

域
と
し
て
定
め
ら
れ
た
区
域
内

の
農
地
を
そ
れ
以
外
の
目
的
（
住

宅
や
駐
車
場
な
ど
）
で
利
用
す

る
際
に
必
要
な
申
出
。

品治川

建設
予定地 現病院

敷地


